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353　　　　　　　SPerm　Penetration　Assay　（SPA）に

お け る 平均侵入精子数、卵 へ の 平均付着精子数 に

つ い て の 検討

354　　　 Platelet　activating　factorの ヒ ト精子先体

反応励起機構に関する検討
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【目的】受精の 過程に お い て 、 精子は卵 に接着 し

た後侵入 して い くが、卵 に付着 した精子 数に つ い

て の 意義は確立 され て い な い 。 本研 究で は 、 SPA

施行時 に卵 1個 あた りの 平均侵入精子数お よび卵 1

個 あ た りの 平均付着精 子数 を測 定 し 、 侵 入 率

（％E．P．；％Egg　 P6netration）お よび精子細胞内カ

ル シウ ム 濃度 （［Ca2＋］i）との 関係につ い て検討した 。

【方法 】鈩 Aを行な っ た97例 を対象 とした 。 SPAで

は、精子 はB冊 蹈 A5  加 1で 60分間swim 　up し た後、

B鼎 ノHS且3伽ガml で 18−20時間培養 した もの を用 い

た 。
ハ ム ス タ

ー卵 とlxlO6／ml の 精子 を3時間培養

し、 ％E ．　P ．、 卵 1個 あ た り の 平均 侵 入 精子数

（P．1．；Penetration　Index）、卵1個あた りの平均

付着 精子数 を測定 した 。 ［Ca2＋］iの 測定 に は Fura−

2AM法を用v丶 7．5xlO6／ml の 運 動精子 を2μ
Mの

Fura−2AM と培養 し 、
　progesterone （P）1μ g擁nl 添

加前後 の ［Ca2・］iを測定 した 。　【成 績 】1）％E．P．と

平均付着精子 数 と の 間（r＝0．615）、P ．1．と平均付

着精子数 との 間（r＝O．681）に正の 相 関を認 めた 。

2）％E．P．を20％をカ ッ トオ フ 値 と して 受精能正常群

（G1）と不良群 （G2）に分類 した と こ ろ、平均付着精

子数はG1で は21．6± 11，0（M ±S．D．）、　 G2で は7．8土

5．1と前者で 高値で あ っ た （pくO．　05）。 また P．L は

Glで は2．44± 2．　25、　 G2で は O．　13± 0．23と前者で高

値で あ っ た （p く0，001）。 3）P添加後 の ［Ca2＋ ］iの ピー

ク が 600nM以上 （G3）、600nM未満（G4）に分類 したと

こ ろ、％E．P，はG3で 90，1± 19．5、　 G4で 59．6± 33．6

と前者で 高値で あ っ た （p〈0，05）。 P．　L 、 平均付着

精子数に関 して は有意差 を認 め な か っ た 。 【結論】

受精能 の 高い 精子ほ ど卵 に付着す る精子数 も多 い
。

P に よる ［Ca2＋］iの 反応性 は受精能の
一

部 を反映す

る と考える 。

［目的 1Platelet　activating 　factor （PAF ＞が ヒ ト精子先

体反応 に促進的 に作用 す る こ と を、我 々 は 報告 し

た 。 しか し、PAF の ヒ ト精子先体反応励起機構に

関する検討は十分 とは い えず、今回、G 蛋自

阻害剤及 び Protein　Kinase　C 阻害剤 を用 い て ヒ ト精

子先体反応励起機構 に関 し、検討 した。 防 法］

1．Swim −up 法 に て得られ た精子 をPAF （IO
’11

、　IO
’9

、

10
闇7M

）添加培養液中で 6 時間前培養後 の 先体反応

出現率をFITC −PSA 法 に て検討 した 。 2PAF 　IO
’7M

添加培養液にG蛋白阻害剤 で ある Pertussis　toxin

（prx ）を lug！ml 、10ugfml の 濃度 で 加え、先体反応

出現率 を検討 した 。 3．PAF 　1〔ド7M 添加培養液に

Protein　Kinase　C 限害剤で ある Staurosporine（1（r12 、

lO
−10、　 IO

−8M
）を加え、先体反応出現率を検討 した 。

［成績P ．PAF 　IO−ll、10J9、　IO
’7M

添加群 の 先体反応

出現率は 、 お の お の 38．7％±4．0％、42．8±7．29／o 、

40．2± 35 ％ で、対照群の 5，6± 2．1％ に比し有意な上

昇を認めた 。2．PAF ］O
’7M

及 び PTXIug ／ml 、10ug！ml

添加群 の 先体反応 出現率は 、PAFIO
幽7M の み が 35．8

±5，2％ に 比 し、お の お の 、36．7 ± 9．4％ 、18．5± 6．9

％ とPTX 　10ug！ml 添加に よ り、 先体反応出現率は

低下 し た 。 3 ．PAF 　IO
’7M

及 びStaurosporinelO
’12、

lO
−10、10

−8M
添加群の 先休反応出現率は 、 お の お

の 、 35．9± 10．9％ 、15．1± 5，4％、4．9 ± 1，9 ％ と濃度

依存性に先体反応出現率は低下 した 。［結論】PAF は、

ヒ ト精子先体反応を促進 し、そ の 作用は 、 G 蛋白阻

害剤 お よびProtein　Kinase　C 阻害剤に よ り抑制され

た 。 以上 よ りPAF の ヒ ト精子先体反応励起機構は 、

Pro面 n 　Kinase　C を介 し 、 また G蛋 白、すなわち

adenylate 　cyclase を介 した作贋で あ る こ と が示唆 され

た。
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